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【年通号数】公開・登録公報2015-042
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【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年8月5日(2019.8.5)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体フィルタであって、
　流入マニホールドと流体連通する流体流入口と、流出マニホールドと流体連通する流体
流出口と、を有する単一ヘッドと、
　前記単一ヘッドに接続される複数のフィルタハウジングであって、前記複数のフィルタ
ハウジングの各フィルタハウジングは前記単一ヘッドから個々に取り外し可能である、複
数のフィルタハウジングと、
　複数のフィルタカートリッジであって、前記複数のフィルタカートリッジの各フィルタ
カートリッジは前記複数のフィルタハウジングの対応するフィルタハウジング内に配置さ
れる、複数のフィルタカートリッジと、を有し、
　前記流入マニホールドは、前記流体流入口と前記複数のフィルタカートリッジの各フィ
ルタカートリッジの流入側との間で並行な流体連通を提供するように構成され、
　前記流出マニホールドは、前記流体流出口と前記複数のフィルタカートリッジの各フィ
ルタカートリッジの流出側との間で並行な流体連通を提供するように構成され、
　前記流体フィルタは、
　前記単一ヘッド内に形成され、前記複数のフィルタカートリッジのそれぞれの流入側及
び前記流入マニホールドに流体連通する複数の流入口を更に備え、
　前記複数の流入口のそれぞれは、前記単一ヘッドに形成された実質的に環状の凹部を有
し、
　前記環状の凹部のそれぞれは、前記環状の凹部の円周の周囲に沿って変化する高さを有
しており、
　個々の前記流入口の高さは、前記フィルタカートリッジの直径に渡る前記流入マニホー
ルドの反対の位置における最小高さから、前記流入マニホールドに近接した位置における
最大高さまで、変化している、流体フィルタ。
【請求項２】
　請求項１に記載された流体フィルタにおいて、
　前記単一ヘッドの流体接触表面の少なくとも全部が、少なくとも実質的にフルオロポリ
マーから構成される、流体フィルタ。
【請求項３】
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　請求項１に記載された流体フィルタにおいて、
　前記複数のフィルタハウジングの各フィルタハウジングの流体接触表面の少なくとも全
部が、少なくとも実質的にフルオロポリマーから構成される、流体フィルタ。
【請求項４】
　請求項１に記載された流体フィルタにおいて、
　前記複数のフィルタハウジングの各フィルタハウジングは、実質的に円筒形状を有する
、流体フィルタ。
【請求項５】
　請求項４に記載された流体フィルタにおいて、
　前記複数のフィルタハウジングの各フィルタハウジングは、中空円筒本体を有し、端部
キャップが前記中空円筒本体の第１端部に配置され、封止リングが前記中空円筒本体の第
２端部に配置され、前記第２端部は前記単一ヘッドに結合するように構成される、流体フ
ィルタ。
【請求項６】
　請求項４に記載された流体フィルタにおいて、
　前記複数のフィルタハウジングの各フィルタハウジングは、保持リングによって前記単
一ヘッドに取り付けられる、流体フィルタ。
【請求項７】
　請求項６に記載された流体フィルタにおいて、
　前記保持リングは、前記単一ヘッドに設けられる補完ネジ溝と相互作用するように構成
されたネジ溝を有する、流体フィルタ。
【請求項８】
　請求項１に記載された流体フィルタにおいて、
　各流入口の各環状の凹部は、前記環状の凹部の前記高さが最大となる位置において前記
流入マニホールドに接続される、流体フィルタ。
【請求項９】
　請求項１に記載された流体フィルタにおいて、
　前記流出マニホールドは、前記単一ヘッドに形成される概して円筒状の通路と、前記単
一ヘッドに形成され、前記概して円筒状のキャビティに延在する複数の流出口と、を有す
る、流体フィルタ。
【請求項１０】
　請求項１に記載された流体フィルタにおいて、
　前記複数のフィルタハウジングは、二つのフィルタハウジングを有し、前記複数のフィ
ルタカートリッジは、二つのフィルタカートリッジを有する、流体フィルタ。
【請求項１１】
　請求項１に記載された流体フィルタにおいて、
　前記複数のフィルタカートリッジの各フィルタカートリッジは、ろ過媒体から構成され
、実質的に円筒形状を有するフィルタ素子と、前記フィルタ素子の少なくとも一つの露出
された表面上に配置される支持構造と、を有する、流体フィルタ。
【請求項１２】
　請求項１１に記載された流体フィルタにおいて、
　前記フィルタ素子は実質的に円筒状の内部キャビティを有し、前記支持構造は前記ろ過
媒体の外側の露出された表面上と前記ろ過媒体の内側の露出された表面上とに配置される
、流体フィルタ。
【請求項１３】
　請求項１１に記載された流体フィルタにおいて、
　前記支持構造は、前記実質的に円筒状のフィルタ素子の第１端部に配置される閉止端部
プレートを有する、流体フィルタ。
【請求項１４】
　請求項１１に記載された流体フィルタにおいて、
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　前記支持構造は、少なくとも一つの封止素子を有する封止フランジを有する、流体フィ
ルタ。
【請求項１５】
　請求項１１に記載された流体フィルタにおいて、
　前記支持構造の少なくとも全ての流体接触表面は、少なくとも実質的にフルオロポリマ
ーから構成される、流体フィルタ。
【請求項１６】
　流体フィルタを製造する方法であって、
　単一ヘッドを提供するステップであって、前記単一ヘッドは、
　　流体流入口と、
　　前記単一ヘッド内の流入マニホールドであって、前記流体流入口は前記流入マニホー
ルドと流体連通する、流入マニホールドと、
　　流体流出口と、
　　前記単一ヘッド内の流出マニホールドであって、前記流体流出口は、前記流出マニホ
ールドと流体連通する、流出マニホールドと、
　　前記単一ヘッド内に形成され、複数のフィルタカートリッジのそれぞれの流入側及び
前記流入マニホールドに流体連通する複数の流入口であって、前記複数の流入口のそれぞ
れが、前記単一ヘッドに形成された実質的に環状の凹部を有し、前記環状の凹部のそれぞ
れが、前記環状の凹部の円周の周囲に沿って変化する高さを有する、複数の流入口と、を
有すると共に、個々の前記流入口の高さは、前記フィルタカートリッジの直径に渡る前記
流入マニホールドの反対の位置における最小高さから、前記流入マニホールドに近接した
位置における最大高さまで、変化させる、ステップと、
　複数のフィルタハウジングを提供するステップであって、前記複数のフィルタハウジン
グの各フィルタハウジングは、前記単一ヘッドに個々に取り付けられるように構成される
、ステップと、
　前記流入マニホールドが、前記流体流入口に流入する流入流体流れを流れ分岐に並行に
分割し、且つ各並行流れ分岐を各フィルタカートリッジの流入側に向かわせ、前記流出マ
ニホールドが各フィルタカートリッジの流出側からの流れ分岐を並行に受け入れ、各流れ
分岐を流出流れに再結合し、且つ前記流出流れを前記流体流出口に向かわせるように、前
記複数のフィルタハウジングの各フィルタハウジングを、前記複数のフィルタハウジング
の各フィルタハウジング内に配置されたフィルタカートリッジを備えた状態で前記単一ヘ
ッドに取り付けるステップと、を有する、方法。
【請求項１７】
　請求項１６に記載された方法において、
　単一ヘッドを提供するステップは、さらに、フルオロポリマーから構成される流体接触
表面を有する単一ヘッドを含むように前記単一ヘッドを選択することを有する、方法。
【請求項１８】
　請求項１６に記載された方法において、
　前記単一ヘッドと、前記複数のフィルタハウジングのフィルタハウジングと、のうち少
なくとも一つを形成するステップを有する、方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　[0006]一実施形態では、流体フィルタは、流入マニホールドと流体連通する流体流入口
と流出マニホールドと流体連通する流体流出口とを有する単一ヘッドを有し得る。複数の
フィルタハウジングは、単一ヘッドに接続され得、複数のフィルタハウジングの各々のフ
ィルタハウジングは、単一ヘッドから個別に取り外し可能であり得る。また、流体フィル
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タは、複数のフィルタカートリッジを有し得、複数のフィルタカートリッジの各々のフィ
ルタカートリッジは、複数のフィルタハウジングの対応するフィルタハウジング内に配置
され得る。流入マニホールドは、流体流入口と複数のフィルタカートリッジの各フィルタ
カートリッジの流入側との間で並行した流体連通を提供するように構成され得、流出マニ
ホールドは、流体流出口と複数のフィルタカートリッジの各フィルタカートリッジの流出
側との間で並行した流体連通を提供するように構成され得る。流体フィルタは、更に、単
一ヘッド内に形成され、複数のフィルタカートリッジのそれぞれの流入側及び流入マニホ
ールドに流体連通する複数の流入口を備え、複数の流入口のそれぞれは、単一ヘッドに形
成された実質的に環状の凹部を有し、環状の凹部のそれぞれは、環状の凹部の円周の周囲
に沿って変化する高さを有しており、個々の流入口の高さは、フィルタカートリッジの直
径に渡る流入マニホールドの反対の位置における最小高さから、流入マニホールドに近接
した位置における最大高さまで、変化している。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　[0007]他の実施形態では、流体フィルタの製造方法は、単一ヘッドであって、流体流入
口と、単一ヘッド内の流入マニホールドと、流体流出口と、単一ヘッド内の流出マニホー
ルドと、単一ヘッド内に形成され、複数のフィルタカートリッジのそれぞれの流入側及び
流入マニホールドに流体連通する複数の流入口であって、複数の流入口のそれぞれが、単
一ヘッドに形成された実質的に環状の凹部を有し、環状の凹部のそれぞれが、環状の凹部
の円周の周囲に沿って変化する高さを有する、複数の流入口とを有すると共に、個々の前
記流入口の高さは、前記フィルタカートリッジの直径に渡る前記流入マニホールドの反対
の位置における最小高さから、前記流入マニホールドに近接した位置における最大高さま
で、変化させること、を含む単一ヘッドを提供することを含み得る。流体流入口は、流入
マニホールドと流体連通し、流体流出口は流出マニホールドと流体連通する。方法は、さ
らに、複数のフィルタハウジングを提供することを含む。複数のフィルタハウジングの各
々は、単一ヘッドに個々に取り付けられるように構成される。流入マニホールドが、流体
流入口に流入する流入流体流れを流れ分岐に並行に分割し、且つ各並行流れ分岐を各フィ
ルタカートリッジの流入側に向かわせ、流出マニホールドが各フィルタカートリッジの流
出側からの流れ分岐を並行に受け入れ、各流れ分岐を流出流れに再結合し、且つ流出流れ
を流体流出口に向かわせるように、複数のフィルタハウジングの各フィルタハウジングは
、複数のフィルタハウジングの各フィルタハウジング内に配置されたフィルタカートリッ
ジを備えた状態で単一ヘッドに取り付けられる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
[0020]　図３は、図１及び図２に関連して示される流体フィルタ１００を示し、図３の断
面は、図２の断面とは直交する面で得られる。単一ヘッド１０６は、流体流入口１０２と
流体連通する流入マニホールド１３２を含み得る。単一ヘッド１０６は、複数のフィルタ
流入口１２６（図３の面ではフィルタ流入口１２６が一つのみ示される）を含み得、各フ
ィルタ流入口１２６は流入マニホールド１３２と直接に（即ち並列に）流体連通する。複
数のフィルタ流入口の各フィルタ流入口１２６は、単一ヘッド１０６内に配置され且つフ
ィルタカートリッジ１２０の流入側１２２の上部に位置する実質的に環状の凹部として形
成され得る。流入マニホールド１３２は、図２に関連して上述された流出マニホールド１
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３０と同様に形成され得る、即ち、流入マニホールド１３２は、単一ヘッド１０６内に細
長い円筒のキャビティをミリング又はドリルすることにより形成され得る。各フィルタ流
入口１２６の一部が、流体が流入マニホールド１３２から複数のフィルタ流入口の各フィ
ルタ流入口１２６に通過して、その後複数のフィルタカートリッジの各フィルタカートリ
ッジ１２０の流入側１２２に達するための流入マニホールド１３２への開口を形成するよ
うに、複数のフィルタ流入口の各フィルタ流入口１２６が形成され得る。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
[0021]　一部の実施形態では、各フィルタ流入口１２６は、実質的に環状の形状を有し得
、実質的に環状の形状は、破線に示される高さ１３４，１３５を有する。高さ１３４，１
３５は、フィルタカートリッジ１２０の直径に渡る流入マニホールド１３２と反対の位置
における最小高さ１３４から、流入マニホールド１３２に近接した位置における最大高さ
１３５に変化し得る。フィルタ流入口１２６は、流入マニホールド１３２に近接した最大
高さ１３５の近くにおいて、流入マニホールド１３２への開口を形成し得る。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　[0039]実施形態９：
　実施形態８の流体フィルタにおいて、
　前記複数の流入口の各流入口は、前記単一ヘッドに形成された実質的に環状の凹部を有
し、各環状の凹部は、環状の凹部の円周の周囲に沿って変化する高さを有する、流体フィ
ルタ。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
[0040]実施形態１０：
　実施形態９の流体フィルタにおいて、
　各流入口の各環状の凹部は、前記環状の凹部の前記高さが最大となる位置において前記
流入マニホールドに接続される、流体フィルタ。
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